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|
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間
Z
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F
。
。
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ロ
々
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と
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ギ
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ら
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研
究
成
果
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中
心
と
し
て
!

谷

鉄

夫

二三四五

は
し
が
き

ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
研
究
(
一
九
一
一
年
|
一
一
一
一
年
)

コ
ル
ブ
と
ポ
ル
ソ
ン
の
第
一
回
追
跡
研
究
(
一
九
二
九
年
|
一
一
一

O
年
)

コ
ル
ブ
と
デ
エ
イ
の
第
二
回
追
跡
研
究
(
一
九
四
七
年
四
八
年
)

む

す

び
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』ま

し

カミ

き
C

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
「
サ
ー
ビ
ス
施
設
公

2
1
2
ぽ
旦
吉
弘
O

ロ
)
」
に
関
す
る
研
究
は
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
い
て
独
自
の
研
究
領
域

を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
農
村
社
会
学
、
都
市
社
会
学
、
人
間
生
態
学
、
教
育
社
会
学
、
社
会
心
理
学
、
人

口
研
究
な
ど
の
諸
領
域
に
お
い
て
個
別
的
、
分
散
的
に
ふ
れ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
村
社
会
学
、
都
市
社
会
学
、
地
域

社
会
学
、
人
間
生
態
学
の
ご
と
く
、
主
と
し
て
人
聞
の
集
落
社
会
に
か
か
わ
る
研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
問
題
は
一
つ

の
重
要
な
部
門
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
人
聞
の
集
落
社
会
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
そ
こ
に
存
在

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
、
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

し
、
機
能
し
て
い
る
各
種
の
社
会
的
施
設
の
構
造
分
析
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
媒
介
と
し
て
成
立
し

て
い
る
社
会
関
係
と
生
活
連
関
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
で
こ
そ
、
社
会
生
活
の
構
造
も
そ
の
変
動
過
程
を
も
把
握
し
う
る
と
い
え
る
。
わ

れ
わ
れ
が
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
研
究
に
意
義
を
求
め
る
積
極
的
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
の
な
か
で
実
り
豊
か
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
研
究
分
野
は
農
村
社
会
学
と
都
市
社

会
学
で
あ
る
。
研
究
方
法
の
面
で
い
ず
れ
も
生
態
学
的
手
法
を
採
用
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
前
者
は
主
と
し
て
特
定
地
域

を
対
象
と
し
た
イ

γ
テ
ソ
シ
イ
ブ
な
研
究
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
全
国
的
規
模
の
事
業
所
、
人
口
等
の
資
料
を
基

礎
に
し
、
こ
れ
に
統
計
分
析
を
加
え
た
研
究
が
多
い
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
成
果
に
つ
い
て
全
般
的
な
検
討
を
加
え

る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
農
村
社
会
学
に
お
い
て
こ
の
研
究

の
道
を
拓
き
、
当
日
田
ロ
o
g
E
川
の
宅
問

Z
O
H
p
h
c
g々
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
な
っ
た
ギ
ャ
ル
ピ
ン

(
h
Eユ2
]
の
巳
宮
口
)
の

研
究
お
よ
び
こ
れ
に
誘
発
さ
れ
て
再
度
の
追
跡
調
査
を
試
み
た
コ
ル
ヲ

c
o
rロ
戸
問
。

-S
ら
の
研
究
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
、

サ
ー
ビ
ス
施
設
研
究
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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は
た
し
か
に
、

ギ
ャ
ル
ピ
ン
お
よ
び
コ
ル
ブ
ら
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
村
落
共
同
体
論
の
視
角
か
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
。
ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
研
究

そ
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
農
村
共
同
体
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
、
か

れ
が
用
い
た
具
体
的
な
分
析
方
法
お
よ
び
そ
の
結
果
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
関
す
る
理
論
を
多
分
に
含
ん
で
い

る
こ
と
を
理
解
し
う
る
。

農
村
の
都
市
化
が
顕
著
に
起
っ
て
い
る
今
日
、
村
落
共
同
体
論
は
も
は
や
過
去
の
も
の
と
じ
て
置
き
去
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

ピ
γ
の
理
論
お
よ
び
こ
れ
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
た
コ
ル
ブ
の
理
論
を
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
観
点
か
ら
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

ギ
ャ
ル

こ
れ
ら
の



研
究
が
現
在
に
お
い
て
も
な
お
も
ち
つ
ぶ
つ
け
て
い
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注(
1
)

こ
こ
で
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
定
義
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
以
下

行
論
の
す
す
む
に
従
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
省
略
す
る
。

(
2
〉
後
者
の
例
と
し
て
つ
ぎ
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(
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一

年

年

ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
計
画
に
も
と
づ
く
君
主
当
日

F
の
o
g
q
の
調
査
は
一
九
一
一
年
八
月
か
ら
一
九
一
一
一
一
年
七
月
に
い
た
る
こ
年
の
年
月
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E
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田
口

Oロ回目ロ
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H
W
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何

回
H
叶

N
V
S印
0
・

(

5

)

鈴
木
栄
太
郎
「
基
本
的
地
域
社
会
の
研
究
に
就
て
」
郷
土
第
三
号
、

昭
和
五
年
。

喜
多
野
清
一
「
農
村
に
お
け
る
共
同
社
会
関
係
と
近
隣
関
係
米
国
農

村
社
会
学
の
基
本
問
題
」
社
会
学
研
究
第
二
輯
、
昭
和
一
一
年
。

森
岡
清
美
「
ア
メ
リ
カ
農
村
社
会
学
に
お
け
る
ル

I
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
論
の
展
開
」
村
落
社
会
研
究
会
編
『
村
落
共
同
体
の
構
造
分
析
』
時

潮
社
、
昭
和
ゴ
二
年
。

塚
本
哲
人
「
農
村
社
会
学
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」
東
北
大
学
教
育
学

部
研
究
年
報
第
七
集
、
昭
和
コ
一
四
年
。

q
J
 

qノ

内
に
は
な
い
こ
と
と

t
J
1
町
田
口
。
ロ
朋
H

ロ

を
費
し
て
行
な
わ
れ
た
。
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
君
主
当
日
吾

(UEEU刊
に
も
と
め
た
の
は
問
題
を
込
み
入
ら
せ
る
よ
う
な
大
都
市
が
郡

州
の
な
か
で
も
っ
と
も
古
い
郡
の
一
つ
で
あ
り
、
州
の
古
い
農
業
地
域
の
な
か
で
も
典
型
的
な
も
の

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

と
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

調
査
対
象
と
施
設
項
目

噌-調
査
対
象
に
は
郡
内
に
あ
る
一
一
一
の
都
市
的
集
落
が
選
定
さ
れ
た
が
、

調
査
対
象
集
落
の
分
類

そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
(
括
弧
内
の
数

字
は
集
落
の
人
口
で
あ
る
)

A 

小
都
市
群
|
|
基
本
的
に
は

4
5品
開
型

ロ
丘
町

4
8
(二
四
五

O
)、
何

F
r
o
g
(
一
七

O
七
)
、
「
品
開

0
8
2同(コ一
O
七
九
)
、
君
主
宮
司
巳
2
(コ
一
二
二
回
)

の
四
市
が
こ
の

型
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
市
制
を
施
い
て
都
市
的
理
想
を
か
か
げ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
基
本
的
に
は
現
在
も
な
お
農
業
的
で

丘
一
-
品
。
型
の
ま
主
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、

Jー
の
り

」
れ
ら
の
中
心
地
に
お
い
て
都
市
型
の
工
業
が
起
り
は
じ
め
て
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い
る
こ
と
で
あ
る
。

B 

典
型
的
三
日
目
指
向
型

ロ
田
町
円
四
口
(
約
五

O
O〉
、
何
回
え
叶
HOU『
(
六
七
一
二
)
、
。

8
2
(七
O
九
三
ど
、
。
日
(
約
五

O
O
)、
ω
r
R
Oロ
(
八
七
九
〉
、
垣
間
-
当
C
E
Y

(
七
五
五
三
こ
れ
ら
の
六
集
落
は
都
市
へ
飛
躍
的
発
展
を
な
す
た
め
の
展
望
を
も
た
な
い
典
型
的
三
口
品
目
型
の
中
心
地
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
三
-
晶
白
型
に
等
し
い
中
心
地
に

Z
cロ
唱
の
お
m
w
(
約
二

O
O
)
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
銀
行
、

年
制
高
等
学
校
、
貯
木
場
、
鉄
道
な
ど
の
施
設
が
あ
る
。

右
の
ほ
か
に
、

C 

一
商
庖
型

富
三
阻
止
(
約
七
五
)

は
一
商
広
型
の
宮
釘

5
2
r
c
c仏
ロ

2
5
で
あ
り
、
集
乳
所
、
学
校
、
教
会
を
備
え
て
い
る
。
数
多
ヤ
こ
の



種
の
集
落
の
な
か
か
ら
宮
己
阻
止
を
調
査
対
象
に
選
定
し
た
の
は
こ
れ
が
有
効
性
ム
典
型
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

。“農村
家
族
と
都
市
的
集
落
と
の
関
係
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
用
い
た
施
設
の
項
白
は
つ
ぎ
の
八
種
で
あ
る
。

調
査
に
と
り
あ
げ
た
施
設
項
目

銀
行
、
衣
類
、
食
料
品
、
集
乳
所
、
高
等
学
校
、
教
会
、
新
聞
、
図
書
館

E 

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲

一
一
一
の
都
市
的
集
落
に
あ
る
各
種
の
施
設
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
、

」
れ
を
図
示
し
、
各
施
設
の
利
用
範

回
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
衣
類
と
食
料
品
の
区
域
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
、

一
一
一
の
商
取
引
区
域
を
見
出
し
た
ほ
か
、
銀
行

一
、
地
方
新
聞
七
、
集
乳
二
寸
教
会
一
二
、
高
等
学
校
九
、
図
書
館
四
の
区
域
を
析
出
し
た
。

一
つ
の
区
域
が
他
の
区
域
と
競
合
せ
ず
に
独
自
の
利
用
圏
を
も
っ
ぱ
あ
い
も
あ
る
が
、
同
種
の
施

設
に
対
し
て
、
二
つ
以
上
の
区
域
に
属
す
る
農
家
が
含
ま
れ
て
い
て
、
区
域
の
重
な
り
合
い
が
起
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
区
域
が
重

施
設
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
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復
し
て
い
る
共
通
の
区
域
を
中
立
地
帯
官

2
Rと

m
g
c
E〉
と
名
づ
け
た
。

け

商
取
引
圏

都
市
的
集
落
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に
は
こ
れ
と
規
則
的
に
商
取
引
す
る
農
家
を
含
む
地
域
圏
す
な
わ
ち
商
圏
が
存
在
し
て
い
る
。

一
二
そ
れ
ぞ
れ
の
商
閣
の
形
態
は
不
規
則
な
道
路
、
湖
、
沼
地
そ
し
て
ま
ち
ま
ち
な
中
心
地
聞
の
距
離
な
ど
の
要
因
が
作
用
し
て
い
る
た

め
に
不
規
則
で
あ
る
。

商
圏
内
の
農
家
数
は
中
心
集
落
内
の
戸
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
農
家
が
い
ず
れ
の
中
心
地
と
規
則
的
に
商
取
引
す
る
か
を
決
定
す

る
最
大
の
要
因
は
接
近
の
難
易

(
山
口
円
刊
明
印

Fσ
ご
ユ
可
)

で
あ
る
。
隣
接
し
て
い
る
中
心
地
は
幾
分
か
重
な
り
あ
う
傾
向
に
あ
り
、

一
な
い
し

北
大
文
学
部
紀
要
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一
一
マ
イ
ル
に
わ
た
る
中
立
地
帯
、
共
同
商
取
引
区
域
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
ロ
己

2
8
の
よ
う
に
大
き
く
、

心
地
の
ば
あ
い
は
富
山
口
阻
止
と
か

同
)
同
一
丘
町
H
M

の
よ
う
な
隣
接
の
小
さ
な
、

ほ
ぼ
完
全
に
近
い
商
取
引
中

な
い
し
は
比
較
的
不
完
全
な
商
取
引
中
心
地
の
周
辺
の
大
部

分
の
地
域
安
-
包
摂
す
る
こ
と
が
起
り
う
る
。

さ
ら
に
、
商
取
引
区
域
は
町
区
(
言
語

E
E巴、

郡
、
州
な
ど
の
行
政
範
囲
を
無
視
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
町
区
が
一
つ
の
商
取
引

区
域
内
に
完
全
に
包
含
さ
れ
て
い
る
例
は
当
E
g
d
g
H
2
の
ば
あ
い
の
み
に
限
ら
れ
る
し
、
商
圏
が
郡
の
外
へ
逸
脱
せ
ず
、
郡
内
で
構
成

し
て
い
る
の
は
一
一
一
の
区
域
の
う
ち
三
に
す
、
ぎ
な
い
。
郡
の
南
部
に
あ
る
四
つ
の
区
域
は
ま
た
ロ
ロ
ロ
。
広
州
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

同
一
の
商
取
引
区
域
に
あ
る
農
家
は
え
ロ
品
四

B
巳
R
に
通
ず
る
固
な
い
し
六
の
主
要
道
路
を
他
の
外
延
的
な
道
路
網
よ
り
も
か
な
り

ひ
ん
ぱ
ん
に
利
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
の
間
に
は
明
ら
か
に
、
少
く
と
も
お
互
い
に
通
り
す
が
り
の
面
識
が
あ
る
し
、
中
心
地
で
は
全

区
域
か
ら
の
農
村
家
族
と
時
折
出
会
う
。
中
心
地
で
の
商
取
引
区
域
の
人
々
の
面
識
範
囲
は
個
々
の
農
家
に
と
っ
て
、
他
の
区
域
の
範
囲

よ
り
も
広
い
。
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同
一
の
商
取
引
区
域
に
あ
る
都
市
的
集
落
の
家
族
と
農
場
家
族
と
は
同
一
の
商
取
引
施
設
、
と
く
に
食
料
品
と
衣
類
の
販
売
に
お
い
て
、

相
当
程
度
共
通
の
利
害
公

8
5
B
Oロ
E
8
5由
。
を
も
っ
て
い
る
。

商
圏
の
大
き
さ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
拡
大
と
縮
小
を
支
配
し
て
い
る
諸
要
因
は

4
己
目
白

m
m
n
mロ
同
町
吋

の
数
、

大
き
さ
お
よ
び
効
率

(
問
自
己
開
ロ
ロ
可
〉
で
あ
る
。

同

銀
行
利
用
圏

銀
行
区
域
は
商
取
引
区
域
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
銀
行
の
あ
る
都
市
的
集
落
の
周
辺
農
家
群
を
含
み
、

か
わ
り
な
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
区
域
を
共
に
し
て
い
る
農
家
は
し
ば
し
ば
向
じ
道
路
を
利
用
し
、

し
か
も
行
政
区
域
と
な
ん
ら
か

こ
れ
ら
の
農
家
に
対
し
て
銀
行



経
営
の
方
針
が
共
通
に
作
用
し
て
い
る
し
、

か
つ
ま
た
、
同
一
の
区
域
内
に
あ
る
農
村
と
都
市
の
家
族
は
銀
行
管
理
と
政
策
に
お
い
て
共

通
の
利
害
を
も
っ
て
い
る
。

t三)

地
方
新
聞
購
読
圏

地
方
新
聞
は
完
全
な
都
市
的
中
心
地
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

一
こ
の
う
ち
七
つ
の
中
心
地
で
新
聞
が
発
行
さ
a
れ
て
い
る
。

形
態
的
に
は
、
新
開
購
読
区
域
は
商
取
引
や
銀
行
の
区
域
に
従
っ
て
い
る
。
農
村
家
族
の
過
半
数
は
地
方
新
聞
を
購
読
し
て
い
る
。

制

集

乳

圏

牛
乳
処
理
工
場
は
一
般
に

E
-
m
r
σ
O
H
Zえ
の
規
模
で
組
織
さ
れ
、
小
さ
な
工
場
が
農
場
地
帯
に
散
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

都
市
的
集
落
に
も
比
較
的
規
模
の
大
き
な
牛
乳
処
理
工
場
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
集
乳
区
域
は
商
取
引
区
域
に
基
い
て
は
い
る
も
の
の

そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
狭
小
で
あ
る
。
今
日
、
乳
製
品
工
業
の
都
市
的
集
落
へ
の
集
中
化
傾
向
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
数
年
足
ら
ず

し
て
、
ど
こ
の
集
落
で
も
都
市
の
工
場
へ
牛
乳
を
ト
ラ
ッ
ク
窃
運
ぶ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

教

会

圏

一
一
一
の

7
4
 

q
J
 

同農
場
地
帯
に
は

5
-
m
F
o
F
0
0仏
型
や
人
種
集
落
型
の
小
さ
な
教
会
が
多
い
。

zs-2
に
さ
え
少
く
と
も
一
つ
の
教
会
は
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
主
的
な

4
己
円
間
関
白

の
教
会
は
五

六
マ
イ
ル
離
れ
た
地
域
に
住
む
農
場
家
族
を
信
者
に
か
か
え
て
い
る
。
ま

た

4
ニ
]
担
問
問

の
牧
師
が
農
場
地
帯
の
教
会
を
一
っ
か
二
つ
兼
任
し
て
い
る
例
は
決
し
て
め
ず
ら
し
く
は
な
い
し
、

か
か
る
慣
習
は
同
一

の
商
圏
に
属
す
る
都
市
的
集
落
と
農
村
と
を
一
層
強
く
結
び
つ
け
て
い
る
。

他
方
に
お
い
て
、
人
口
が
少
な
く
、
商
業
施
設
に
も
と
ぼ
し
い
不
完
全
な
都
市
的
集
落
の
な
か
に
は
特
定
の
教
派
に
属
し
て
い
な
が
ら

も
一
般
に
は

t
8
5
5
c
E
q
n
r
Rロ
ゲ
ョ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
単
一
の
教
会
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
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(六)

高
等
学
校
通
学
園

い
く
つ
か
の
例
外
を
除
け
ば
、
高
等
学
校
の
通
学
距
離
は
五
マ
イ
ル
以
上
に
お
よ
ん
で
い
る
。
実
際
に
は
ど
の
農
家
か
ら
も
日
帰
り
で

き
る
範
囲
内
に
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

郡
全
体
と
し
て
み
た
ば
あ
い
、
農
家
の
子
弟
の
高
等
学
校
進
学
率
は
一
五
軒
以
下
で
あ
る
。
従
っ
て
、
高
等
学
校
通
学
区
域
は
商
取
引

区
域
や
銀
行
利
用
区
域
よ
り
も
狭
い
の
に
加
え
て
、
区
域
内
の
農
家
が
高
等
学
校
を
利
用
す
る
比
率
は
商
庖
や
銀
行
の
利
用
率
よ
り
も
は

る
か
に
低
い
。

農
家
の
子
弟
の
高
等
学
校
進
学
率
が
か
く
も
低
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
高
等
学
校
か
ら
二
マ
イ
ル
以
内
に
含
ま
れ
る
農
場
家
族
の

大
多
数
が
高
等
学
校
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。
高
等
学
校
は
理
想
と
共
同
組
織
を
形
成
す
る
さ
い
の
代
理
者
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
農

村
と
都
市
の
子
弟
を
民
主
化
す
る
う
え
に
大
き
な
役
割
を
果
す
。
従
っ
て
、
も
し
、
農
村
の
子
弟
と
小
都
市
の
子
弟
に
対
し
て
、
学
科
の
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適
用
や
課
程
の
選
択
な
ど
の
面
で
統
制
を
加
え
る
よ
う
な
こ
と
が
起
る
と
し
た
な
ら
ば
、
両
者
を
協
同
に
導
く
こ
と
は
困
難
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

図
書
館
利
用
圏

多
く
の
農
村
家
族
に
は
図
書
館
を
自
由
に
利
用
す
る
特
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
事
実
、
利
用
圏
内
に
あ
る
農
家
の
コ
二
軒
が
こ
の
特

(七)
権
を
行
使
し
て
い
る
。
高
等
学
校
通
学
園
が
拡
大
す
れ
ば
お
そ
ら
く
図
書
館
の
利
用
圏
も
そ
れ
に
対
応
し
て
拡
大
す
る
。

各
種
施
設
の
利
用
圏
を
右
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、

ギ
ャ
ル
ピ
ン
は
現
実
の
生
活
範
囲
と
行
政
範
囲
と
の
差
異
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。

一
二
の
都
市
的
集
落
の
う
ち
、

四
つ
の
小
都
市
と
四
つ
の
〈
巳
同
唱
は
自
治
権
を
保
有
し
、
公
的
に
す
な
わ
ち
法
制
上
、

そ
れ
ぞ
れ
独



自
の

B
B
S戸
ロ
日
々
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
み
た
ご
と
く
、

か
か
る
集
落
の
主
要
な
施
設
が
農
民
に
よ
っ

て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
都
市
的
集
落
の
諸
施
設
は
各
集
落
周
辺
の
あ
る
程
度
確
定
し
う
る
固
定
的
範
囲
の
地
域
に
対
す
る
社
会
的
サ
l

ビ
ス
の
機
関
で
あ
り
、

ま
た
、

こ
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
は
都
市
的
集
落
の
自
治
範
囲
内
に
住
む
職
人
、
雇
傭
者
、
専
門
的
職
業
従
事
者
な

ど
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
都
市
的
集
落
の
居
住
者
は
事
実
、
他
の
ど
こ
の
地
域
の
こ
と
よ
り
も

特
定
の
周
辺
農
場
地
域
の
基
盤
の
維
持
、
発
展
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
。

か
く
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
す
る
。
比
較
的
完
全
な
農
業
都
市
的
中
心
地
を
取
り
ま
く
商
取
引
圏
は
人
間
生
活
の
か
ら
み
合

い
が
全
く
単
一
の
相
互
関
連
体
系
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
現
実
の
(
非
行
政
的
)
S
E
E
C
H
t
q
の
境
界
線
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

か
れ
は
ま
た
、
か
か
る
現
実
の

2
5
Bロ
E
Q
の
形
態
を
図
式
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
構
想
に
お
い
て
は
、
各
都
市
的
中
心
地

の
大
き
さ
と
人
口
、
完
全
な
施
設
の
保
有
、
中
心
地
相
互
間
の
距
離
、
中
心
地
と
関
連
の
あ
る
農
家
ま
で
の
道
路
条
件
の
諸
点
が
す
べ
て

等
し
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
前
提
条
件
を
ふ
ま
え
る
と
、

ハ
yqJ
 

は
農
業
都
市
を
中
心
と
し
た
円
状
の
も
の
と

な
り
、
そ
の
半
径
は
二
つ
の
中
心
地
問
の
距
離
の
半
分
よ
り
も
や
や
長
い
。
円
内
に
全
農
業
地
域
を
包
含
さ
せ
、
か
つ
中
立
地
帯
を
最
小

8
5
5
5
2
q
 

に
し
、
中
心
地
問
の
距
離
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
配
列
し
た
理
念
図
が
描
か
れ
た
(
第
1
図)。

ギ
ャ
ル
ピ
ン
は
農
村
生
活
の
体
験
を
通
じ
て
、
都
市
的
集
落
と
農
村
家
族
と
の
交
一
流
が
中

す
で
に
、

こ
の
研
究
に
着
手
す
る
以
前
に
、

心
地
の
諸
施
設
を
媒
介
と
し
て
行
な
わ
れ
、

か
れ
の
い
う

E

河
口

Hrg
ハ
U
C
E
5
5
5
1
v
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
確
信
を
抱
い
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
研
究
は
こ
の
仮
説
を
十
分
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
が
分
析
の
用
具
と
し
て
用
い
た
生
態
学
的
方
法
は
、
そ

の
後
、
多
方
面
に
影
響
を
与
え
、
農
村
社
会
学
の
分
野
は
も
と
よ
り
、
都
市
社
会
学
の
領
域
を
開
拓
す
る
う
え
に
、
大
き
な
役
割
を
果
す

こ
と
に
な
っ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

農村社会の理論的形態

~ village 

圏中心地的諸施設を利用する農家内範囲

圏一つ以上町中心地内諸施設を利用する農家

ま丈工l:t city center 

C. J . Galpin， The Social Anatomy of 

an Agricultural Cmmunity， 1915， p. 17. 

と
こ
ろ
で
、

ギ
ャ
ル
ピ
ン
は
都
市
的
集
落
と
農

第 1図

村
家
族
と
が
交
流
す
る

河
口
同
ゲ
田
口
わ

O
B
B
Z
E
q

の
範
囲
を
商
取
引
圏
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
〉ー
、ーー

れ
は
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、

か
れ
の
後
継
者
で
あ

る
コ
ル
ブ
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、

」
れ
を
も
っ
て
ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
理

論
が
決
定
的
に
覆
さ
れ
た
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ

コ
ル
ブ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
ギ
ャ
ル
ピ

γ
博
士
は
商
取
引
の
み
が

8
5
5ロ
ロ
日
々
を
形
成

っ
て
、
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す
る
と
か
商
闘
が

8
5
E
C
E
q
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、

一
般
商
取
引
区
域
が
現
存

の
円
O
B
Sロ
ロ
日
々
の
境
界
線
を
指
し
示
し
て
い
る

一
般
商
取
引
は
相
互
関
係
の
体
系
を
描
く
の
に
も
っ
と
も
有
効
な
指
標
で
あ
る
と
み
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
が

正
し
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
力
点
が
「
相
互
関
連
の
過
程
」
に
お
か
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
す
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
そ
の
後
の
社
会
変
化
に
対
す
る
鋭
い
洞
察
を
加
え
た
卓
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
ャ
ル
ピ
ン
が
こ
の
研
究
を
企
て
た
時
期

は
e

プ
ラ
ン
ナ
ー
(
開
門
H
H
H
H
Z
H
M
L

仏
叩

ω・
切

E
ロ
ロ
巾
吋
)
に
従
え
ば
い
ま
だ
農
村
社
会
に
自
動
車
、
が
普
及
す
る
以
前
の
時
代
(
早
巾
B
o
z
-開
問
問
ろ
で

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
す
で
に
農
村
と
都
市
と
の
緊
密
な
交
流
関
係
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
り
、
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E
P
ω
-
F
Sロ
R
H
r
o
p
g
p
o
r
ω
口

5
5
巴
印
メ

M
M
-
H
ω
・

コ
ル
ブ
と
ポ
ル
ソ
ン
の
第
一
回
追
跡
研
究
(
一
九
二
九
年
|
一
一
一

O
年
〉

(
H
N
O

ゲ巾
H
H

〉・

3
-
gロ
)
は
ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
研
究
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
垣
間
目
当
日

p
n
o
g
q
の
一
二
の
都
市
的

集
落
の
諸
施
設
を
対
象
と
す
る
調
査
を
行
な
っ
た
ほ
か
に
、

コ
ル
ブ
と
ポ
ル
ソ
ン

果
を
一
九
三
一
二
年
に

一、

O
三
四
の
農
村
家
族
を
対
象
と
す
る
面
接
調
査
を
γ

も
試
み
た
。
そ
の
結

「
吉
司
ロ
・

8
ロ
E
q
関
係
に
お
け
る
変
動
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
一
六
年
間
の
主
要
な
動
向
に
つ
い

サ
ー
ビ
ス
圏
の
変
化
と
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
役
割
変
化
の
二
点
に
要
約
し
て
報
告
し
て
い
る
。
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て、

サ
ー
ビ
ス
圏
の
変
化

ま
ず
、

一
二
の
都
市
的
集
落
に
お
け
る
七
つ
の
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
圏
は
一
般
に
拡
大
し
た
。
こ
の
傾
向
は
第
一
に
、
郡
の
全
域
を
一
層

完
全
な
サ
ー
ビ
ス
圏
と
す
る
方
向
に
あ
る
こ
と
、

第
二
に
、

一
一
一
の
比
較
的
大
き
な
中
心
地
は

口四日ぬ「げ。同]同。。門回口巾口同町一円

や
四
辻
の

円。ロ

E
q
B
D丹
市
円
、
が
そ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
区
域
と
し
て
い
た
地
帯
を
侵
蝕
し
て
き
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
第
三
に
サ
ー
ビ
ス
圏
の
重
な
り
合

う
地
域
範
囲
が
増
大
し
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
施
設
に
つ
い
て
具
体
的
に
変
化
の
大
き
か
っ
た
も
の
か
ら
順
次
略
述

す
る
。け

図
書
館
利
用
問

一
九
一
一
一
一
年
に
は
、
図
書
館
の
あ
る
中
心
地
は
四
カ
所
で
あ
っ
た
が
、
倍
加
し
て
八
中
心
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

一
六
年

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

前
に
あ
っ
た
施
設
に
つ
い
て
も
利
用
閣
は
拡
大
し
て
い
る
。

一
一
一
の
集
落
の
な
か
で
人
口
が
最
大
の
君
主
芯
若
田
昨
日
を
例
に
と
る
と
、

九
一
三
年
時
の
利
用
圏
の
大
き
さ
は
二
六
・
一
二
平
方
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

万
マ
イ
ル
、
反
対
に
縮
小
し
た
地
域
が

0
・
四
平
方
マ
イ
ル
で
差
引
き
コ
一
七
・
七
平
方
マ
イ
ル
の
純
変
化
量
を
得
た
。
こ
れ
を
一
九
二
二

年
の
大
き
さ
で
割
り
、
一

O
Oを
乗
じ
て
得
た
純
変
化
率
は
一
四
三
・
三
軒
と
な
っ
た
。
こ
の
比
率
は
八
集
落
を
含
む
全
地
域
の
純
変
化

一
九
二
九
年
に
い
た
っ
て
拡
大
し
た
地
域
範
囲
は
三
八
・
一
平

率
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。

(二)

集

乳

閏

各
種
の
乳
製
品
工
場
が
小
規
模
な
中
心
地
か
ら
大
規
模
な
都
市
的
集
落
へ
移
動
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
移
動
を
惹
き
起
し
た
も
の
は
道

路
の
改
良
、

工
業
支
配
の
集
中
化
傾
向
な
ど
で
あ
る
。
集
乳
圏
が
も
っ
と
も
拡
大
し
た
の
は
巴

F
Z
E

あ
い
で
、
そ
こ
に
は
親
工
場
と
中
央
事
務
所
と
が
あ
り
、
三
カ
所
の
小
さ
な
中
心
地
に
支
所
を
か
ま
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
一
の

都
市
的
集
落
の
な
か
で
も
っ
と
も
人
口
規
模
の
小
さ
い
冨
三
阻
止
に
あ
っ
た
工
場
は
姿
を
消
し
た
ほ
か
、
三

}gm巾
型
の
集
落
で
あ
る

の
集
乳
圏
は
マ
イ
ナ
ス
五
軒
の
純
変
化
率
を
記
録
し
た
。
集
乳
圏
の
変
化
率
の
う
え
で
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
の
は
こ
の
二
集
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ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
増
大
、

の
ば

同一V
R
一g

落
だ
け
で
あ
る
。

国

高
等
学
校
通
学
圏

全
農
場
家
族
の
五

O
ず
の
抽
出
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
家
の
子
弟
の
高
等
学
校
進
学
率
は
一
六
年
前
に
は
一
五
軒
に
も
満
た
な
か
っ
た
も

の
が
、
一
二
八
軒
に
上
昇
し
た
。
そ
し
て
、
高
等
学
校
通
学
区
域
の
拡
大
化
が
こ
れ
に
伴
い
、

i
-
z
m叩
型
の
の

g
g
の
例
を
除
け
ば
、
他

の
八
集
落
で
は
五
軒
な
い
し
一
九

0.新
の
純
拡
大
率
を
示
し
、
全
体
で
は
四
八
・
七
軒
拡
大
し
た
。

一
方
に
お
い
て
、
郡
内
の
各
農
村
地
帯
に
は
い
ぜ
ん
と
し
て
小
規
模
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
な
い
ま
ま
に
存
続
し
て
い
る
。
過
去
二
ハ



年
間
に
統
合
の
た
め
閉
鎖
し
た
小
学
校
は
わ
ず
か
一

O
校
に
過
ぎ
ず
、

一
教
室
、

一
教
員
の
施
設
が
い
ま
だ
に
九
四
校
も
あ
る
。

高
等
学
校
通
学
区
域
が
拡
大
し
た
の
は
行
政
区
域
の
変
化
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
有
用
性
の
観
点
か
ら
必
然
的
に
起
っ
た
も

分
た
ち
の
伝
統
的
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
み
ら
れ
、

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
に
対
す
る
行
政
の
管
轄
は
都
市
的
集
落
と
農
村
と
に
そ
れ
ぞ
れ
分
た
れ
て
い
る
。
農
村
の
人
々
の
側
に
は
白

こ
れ
が
都
市
と
農
村
と
の
統
合
を
妨
げ
て
い
る
し
、
ま
た
、

こ
れ
を
外
部
的
な
社
会
的
強
制
力
に
よ
っ
て
推
進
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
州
行
政
も
な
い
。
垣
間

-45H任
。
。
己
ロ
ミ

に
お
け
る
高
等
学

校
や
小
学
校
の
非
統
合
化
の
状
態
は
州
の
一
般
的
傾
向
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
合
衆
国
全
体
の
動
向
に
て
ら
し
て
み
れ
ば
む
し
ろ

例
外
に
属
す
る
。

(同

食
料
品
購
買
圏
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食
料
品
購
買
圏
の
重
複
す
る
範
囲
が
拡
大
し
た
点
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
で
あ
る
。
前
回
の
調
査
で
は
八
二
平
万
マ
イ
ル
あ
っ
た
中
立

地
帯
は
二
倍
以
上
の
一
八
一
一
平
万
マ
イ
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
施
設
の
性
格
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
人
口
七

O
O人
以
上
の
中

心
地
に
は
連
鎖
庖
が
入
り
込
み
、

こ
れ
が
従
来
の
商
圏
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、

ロ
伺
仲
間
刷

5
0
F
O
O
L
や
四
辻
の
屈
の
多
く
は
存
続
し
て

は
い
る
が
、
従
来
の
雑
貨
宿
方
式
か
ら
脱
脚
し
て
、
農
場
の
屈
は
農
家
の
主
婦
向
け
に
、

四
辻
の
庖
は
都
市
の
主
婦
を
対
象
と
す
る
と
い

う
よ
う
に
性
格
を
変
え
た
。
そ
こ
で
取
扱
っ
て
い
る
商
品
は
縫
詰
類
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
菓
子
、
野
菜
、
果
物
、
食
肉
な
ど
の
食
料
品

と
タ
バ
コ
の
ほ
か
、
作
業
着
、

ガ
ソ
リ
ン
、
鳥
の
え
さ
な
ど
の
農
家
の
日
用
必
需
品
で
あ
る
。
農
場
地
帯
に
あ
る
こ
れ
ら
の
商
庖
は
毎
日

ト
ラ
ッ
ク
で
商
品
を
運
ん
で
く
る
都
市
の
卸
売
庖
と
密
接
な
関
係
を
と
り
結
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
食
料
品
の
サ
ー
ビ
ス
は
農
場
家
族
l

農
場
地
帯
の
商
庖
三

-zmm
や
∞
自
由
ロ

zd司ロ
i
都
市
の
中
心
地
へ
と
拡
が
る
一
つ
の
社
会
組
織
を
形
成
し
て
い
る
。

同

教

会

圏

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

宮
内
目
的

rro円
}
H
O
C円
山

過
去
一
六
年
間
に
閉
鎖
し
た
も
の
は
わ
ず
か
一
教
会
だ
け
で
、

を
基
盤
と
し
て
、
宗
教
的
お
よ
び
社
会
的
機
能
を
果
し
て
い
る
。
か
か
る
活
動
的
農
村
教
会
の
圏
内
に
居
住
し
て
い
な

が
ら
都
市
的
中
心
地
の
教
会
に
通
う
も
の
は
例
外
的
な
も
の
を
別
に
す
れ
ば
、
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

衣
料
品
購
買
圏

休) 農
場
地
帯
内
に
あ
る
コ
二
の
教
会
の
う
ち
、

他
は
以
前
と
変
り
な
く

衣
料
品
の
販
売
は
ロ
a
m
r
g
F
0
0仏
レ
ベ
ル
の
雑
貨
庖
型
の
商
匝
か
ら
比
較
的
大
き
な
、

料
品
目
、
専
門
倍
、
都
市
の
デ
パ
ー
ト
、
通
信
販
売
庖
な
ど
に
移
譲
し
て
い
る
。

よ
り
完
全
な
由

2
i
2
2
5
2
の
近
代
的
衣

食
料
品
や
衣
料
品
に
対
す
る
人
々
の
欲
求
は
急
激
に
変
化
し
て
い
る
た
め
に
、
商
庖
や
施
設
内
容
の
改
善
は
な
か
な
か
そ
れ
に
適
応
で

き
な
い
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
自
家
製
の
ご
く
定
ま
っ
た
型
や
雑
貨
庖
に
あ
る
標
準
型
の
衣
類
で
は
な
く
、
各
種
の
既
製
品
類
を

専
門
庖
で
取
扱
う
よ
う
に
と
い
う
要
求
が
強
い
。
地
理
的
距
離
で
測
定
し
う
る
よ
う
な
接
近
の
難
易
は
も
は
や
農
場
家
族
や
都
市
家
族
の

購
買
活
動
の
頻
度
あ
る
い
は
規
則
性
を
決
定
す
る
さ
い
の
重
要
な
因
子
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
用
必
需
品
は
現
在
も
四
辻
の
商
庖
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に
あ
る
し
、

エ
プ
ロ
ン
、
家
庭
着
、
通
学
用
の
子
供
服
、
作
業
着
な
ど
は
三
口
晶
巾
や
由
民
戸
田
口
言
語
ロ
で
買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

紳
士
服
、
婦
人
服
、
帽
子
、
靴
、
外
套
な
ど
は
さ
ら
に
大
き
な
言
者
ロ
か

γ
5
2
E
P
H
W己
o
F
列

R
5
9
宮山

Z
g
r
p
(
U
E
g∞
。
の

よ
う
な
大
都
市
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
。

衣
料
品
と
食
料
品
の
サ
ー
ビ
ス
に
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
回
の
研
究
で
扱
っ
た
よ
う
に
、

商
取
引
と
し
て
結
び
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
都
市
と
農
村
と
の
関
係
の
一
体
化
を
は
か
る
指
標
と
し
て
、
商
取
引

の
慣
習
や
行
動
よ
り
も
高
等
学
校
の
よ
う
な
施
設
に
対
す
る
社
会
的
接
触
や
参
加
の
方
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。

こ
の
二
つ
を
一
般

出i)'

銀
行
利
用
圏



銀
行
利
用
閏
の
拡
大
範
囲
と
縮
小
範
聞
と
を
対
比
し
て
プ
ラ
ス
を
示
し
た
の
は
五
中
心
地
、

マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た
の
は
六
中
心
地
で
あ

る
。
前
者
は
比
較
的
大
き
な
中
心
地
の
グ
ル
ー
プ
に
、
後
者
は
小
さ
な
中
心
地
の
グ
ル
ー
プ
に
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

中
心
地
の
大
き
き
ゃ
そ
の
中
心
地
に
集
合
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
種
類
に
お
け
る
量
的
、
質
的
差
異
が
銀
行
利
用
圏
の
拡
大
、
縮
小

に
関
連
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
各
種
の
∞

R
4
-
2
2
E
2
の
役
割
上
の
変
化
が
問
題
と
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
役
割
分
化

君
主
4
2
A
r
n
o戸
ロ
々
の
農
場
家
族
は
一
家
族
当
り
平
均
四
(
正
し
く
は
ご
て
七
四
)
中
心
地
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
四
中
心
地
と
は

通
常
つ
ぎ
の
も
の
を
指
す
。
一
、
四
、
辻
、
円
高
回
目
立
な
い
し
は
き
わ
め
て
小
さ
な

i
-
F
m即
日
ロ
仲
良
一
カ
所
、
二
、
三
日
目
白
宮
ま
た
は
小
さ

な

zd司ロ
B
E
R
二
カ
所
、
三
、

d
F
B
B
E
2
一
カ
所
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
通
信
販
売
庖
を
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
中
心
地
を
類
型
化
す
る
と
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

官

i

E 

と
こ
ろ
で
、
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サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
分
類

第
一
型

河口

E
-
な
い
し
は
の
。
ロ
ロ
門
片
山
刊
の
2
1
2

第
二
型

河
口
門
ゲ
田
口
な
い
し
は
叶
0
4
4
ロ
目
。
。
ロ
ロ
ロ
可
円
四
ロ
昨
日

第
三
型

口
同
寸
田
口
な
い
し
は
の

51
の
巾
ロ
仲
良

第
一
型

こ
れ
に
は
ロ
白
目
的
『
σ。
Hroo仏
四
辻
の
中
心
地
、

E
B
-え
あ
る
い
は
小
さ
な
三
戸
品
開
口
町
ロ
昨
日
、
が
含
ま
れ
る
。
四
辻
や
ロ
巾
r

の
中
心
地
は
農
場
家
族
が
個
人
的
お
よ
び
社
会
的
に
接
触
し
あ
う
集
会
所
と
し
て
の
機
能
を
果
し
つ
づ
け
て
い
る
。

九

ぬ

rro同日
H
O
O円
山

二
O
年
は
家
族
を
基
礎
と
し
て
組
織
し
た
型
の
社
会
集
団
に
と
っ
て
全
盛
期
で
あ
っ
た
。

一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
の
聞
に
組

織
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
が
二

O
で
、
そ
の
う
ち
九
は
一
九
二
九
年
に
お
い
て
も
活
動
し
つ
づ
け
て
い
る
が
、

一
一
は
一
九
二
六
年
以
前
に
活
動

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
ザ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
4
4
察

を
停
F

止
し
て
い
る
Q

家
族
型
の
近
隣
集
団
に
加
え
て
、
男
女
各
々
の
社
交
ク
ラ
ブ
や
少
年
少
女
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
六
年
に
は
総

数
四
一
を
数
え
た

zs-
な
社
会
教
育
的
組
織
の
う
ち
、
現
在
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
の
は
そ
の
半
数
の
二
一
で
あ
る
。

牛
乳
処
理
工
場
を
中
心
と
し
て
集
合
し
て
い
た
古
口
巳
な
経
済
組
織
は
小
さ
な
中
心
地
か
ら
移
動
し
て
、
大
き
な
単
位
と
な
り
、
経
営

の
本
拠
、
あ
る
い
は
会
合
の
場
所
と
し
て
大
き
な

2
-
z
m
o
や
古
毛
ロ
中
心
地
を
利
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
集
乳
圏
の
拡
大

と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

四
辻
、

E
B
-
2
お
よ
び
ご
く
小
規
模
な
三
戸
田
宮
の
わ

O
Z
Eミ
B
E
2
は
農
村
家
族
に
対
す
る
特
定
商
品
の
販
売
所
と
し
て
の
性
格

を
も
ち
つ
づ
け
て
い
る
。
新
し
い
道
路
体
系
に
対
応
し
て
生
ま
れ
た
商
匝
は
食
料
品
販
売
広
と
し
て
近
代
化
し
、
専
門
化
し
て
い
る
。
そ

小
学
校
と
教
会
も
ま
た
、

口
C
Z
E
4
2
E
2
に
特
徴
的
な
施
設
で
あ
る
。
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こ
で
は
、

ガ
ソ
リ
ン
、
若
干
の
衣
類
、
農
機
具
な
ど
農
家
の
必
需
品
を
も
取
扱
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

g
E
E弓
B
E
2
は
限
定
さ
れ
た
商
品
の
販
売
、
社
会
的
活
動
、
第
一
次
的
教
育
お
よ
び
宗
教
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
重
要
な

場
所
で
あ
る
。
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
が

]
O
B
-
E£
r
σ
c
F
C
C仏
や

r
gニ
2
2
E
R
に
組
織
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
田
舎
の
人
々

の
関
心
が
す
べ
て
そ
こ
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ロ
白
山
∞
r
g
F
c
c仏
の
旧
来
の
境
界
線
は

一cg-
な
社
会
組
織
の
成
員
加
入
の
範
囲
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
組
織
の
活
動
に
は
近
隣
の
己
ニ
品
開
な
ど
か
ら
参
加
す
る
人

々
も
多
い
。
換
言
す
れ
ば
、

-cn
巳
な
集
団
は
今
日
、
比
較
的
二
疋
の
地
域
的
範
囲
に
住
む
人
々
と
さ
ら
に
広
範
な
地
域
の
人
々
の
特
定

の
関
心
あ
る
い
は
活
動
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

第

型

円

C
宅
ロ
や

i-}国
mm
は
農
村
家
族
が
要
求
す
る
施
設
の
多
く
を
そ
な
え
た
主
要
な
T

中
心
地
と
し
て
の
性
格
を
以
前
に
も
ま
し



て
強
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

Z
4ロ
と
円
。
ロ
呈
弓
と
は
大
き
な
農
村
社
会
を
形
成
す
べ
く
連
合
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
型
の
中
心
地
の

あ
る
も
の
は
そ
の
立
地
条
件

サ
ー
ビ
ス
圏
の
大
き
さ
、
人
口
、

工
業
、
あ
る
い
は
ま
た
中
心
地
自
体
の
人
口
の
量
や
質
な
ど
に
依
存
し

な
が
ら
他
の
中
心
地
に
比
較
し
て
一
層
完
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
施
設
に
つ
い
て
農
村
家
族
に
よ
る
利
用
度
の

高
い
も
の
か
ら
順
に
挙
げ
る
と
、
各
種
食
料
品
、
銀
行
、
仕
事
着
類
、
農
機
具
、
週
刊
新
聞
、
牛
乳
処
理
工
場
、
男
性
用
装
身
具
類
、
家
具
、

4---mFmm 

音
楽
演
奏
会
、
教
会
、
高
等
学
校
な
ど
で
あ
る
o

さ
ら
に
大
き
な
中
心
地
に
は
、
映
画
館
や
婦
人
服
庖
も
あ
る
。
人
々
が
地
方
の
吉
名
口
や

を
利
用
し
つ
守
つ
け
る
主
た
る
理
由
は
至
便
な
こ
と
、
習
慣
に
よ
る
こ
と
の
ほ
か
、

銀
行
や
高
等
学
校
の
よ
う
な
施
設
に
対
す
る

依
存
度
、
が
高
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
。

言
者
ロ
ロ
巾
ロ
宮
門
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
旧
来
の
雑
貨
庖
型
の
商
庄
が
よ
り
近
代
的
専
門
的
な
商
屈
に

と
っ
て
代
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
い
型
の
商
庖
で
は
商
品
の
種
類
が
少
い
の
と
商
品
が
高
す
ぎ
る
の
で
、
そ
こ
で
は
買
物
を
し
な
い
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の
だ
と
人
々
は
い
っ
て
い
る
。
衣
料
品
庖
と
既
製
服
屈
は
通
信
販
売
や
都
市
の
デ
パ
ー
ト
か
ら
の
競
争
に
直
面
し
な
が
ら
商
売
を
存
続
さ

せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

映
画
と
音
楽
演
奏
会
は
過
去
二
八
年
間
に
あ
ら
わ
れ
て
人
気
を
呼
ん
で
い
る
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
研
究
に
お
い
て
は
、
商
圏
が
吉
司
ロ
と

2
E
q
と
を
結
び
つ
け
る
さ
い
の
重
要
な
因
子
で
あ
る
と
み
た

が
、
'
教
育
的
、
社
会
的
お
よ
び
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
宗
教
的
な
結
び
つ
き
の
方
が
一
層
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

第
三
型

農
村
家
族
が
都
市
の
施
設
に
直
接
か
か
わ
る
の
は
通
信
販
売
を
別
と
す
れ
ば
、
婦
人
服
、
男
性
用
装
身
具
類
、
衣
料
品
、
専

門
医
療
、
娯
楽
な
ど
で
あ
る
。
都
市
中
心
地
か
ら
の
衣
類
の
購
買
率
は
種
類
が
豊
富
な
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
価
格
が
安
い
こ
と
な
ど

の
利
点
か
ら
増
加
し
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

こ
の
傾
向
を
推
進
し
て
い
る
社
会
的
要
因
が
あ
る
。
農
村
家
族
と
都
市
の
知
人
、
親
戚
と
の
社
会
的
接
触
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

七
五
の
農
村
家
族
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
都
市
中
心
地
へ
出
掛
け
る
回
数
は
平
均
月
一
回
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
に
就
職
す
る

農
村
青
年
の
数
も
増
加
し
、

一
三
六
家
族
の
う
ち
三
八
ケ
l
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
農
村
と
都
市
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き

を
も
た
ら
し
て
い
る
し
、

そ
れ
に
加
え
て
、
夏
期
を
田
舎
で
過
す
都
会
人
が
次
第
に
増
加
し
、
そ
の
関
連
を
一
層
強
化
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
な
る
と
、
農
村
の
人
々
は
よ
り
よ
き
生
活
環
境
に
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
と
異
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
基
準
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
起
っ
て
く
る
。

通
信
版
売
サ
ー
ビ
ス
は
都
市
と
の
間
接
的
な
接
触
で
あ
る
。
そ
こ
で
扱
っ
て
い
る
商
品
は
若
干
の
衣
料
品
、
男
性
用
と
女
性
用
の
仕
事

着
、
子
供
服
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
、
金
物
な
ど
で
、
以
前
に
扱
っ
て
い
た
食
料
品
は
宮
司
ロ
や

i
-
z
m
m
に
設
置
さ
れ
た
連
鎖
屈
の
影
響
に

よ
っ
て
姿
を
消
L
た
。
農
民
が
通
信
販
売
を
利
用
す
る
最
大
の
理
由
は
価
格
が
安
い
か
ら
で
あ
る
。

凶
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
変
化
を
惹
き
起
し
た
諸
要
因

右
の
よ
う
な
一
一
一
種
の
中
心
地
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
の
変
化
の
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
も
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
!
シ
ョ

γ
と
輸
送
施
設
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ア
と
接
触
は
結
合
関
係
を
拡
げ
る

さ
い
の
つ
な
ぎ
の
役
目
を
果
し
た
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
経
験
は
欲
求
と
願
望
の
基
準
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
基
準
は
購

買
行
動
や
慣
習
に
影
響
す
る
。
新
し
い
慣
習
と
は
こ
こ
で
は
大
き
な

2
2
w
o
n
s同
2
を
求
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い

中
心
地
は
ア
イ
デ
ア
と
接
触
を
増
大
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
機
関
の
利
用
増
に
よ
っ
て
、

]
O
B
]

な
中
心
地
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
完
全
に
没
落
す
る
と
か
消
滅
す
る
と
か
い
う
の
で
は
な
い
。

一
九
一
九
年
以
降
に
舗
装
さ
れ
た
道
路
の
延
長
は
郡
全
体
で
一
五
六
マ
イ
ル
で
あ
る
。
改
良
道
路
、
舗
装
道
路
の
受
益
戸
数
の
比
率
は



号沿

九
O
軒
に
も
の
ぼ
る
。

自
動
車
は
一
九
二
二
年
に
お
い
て
、
総
数
六
九

O
台
で
四
三
人
に
一
台
の
割
で
所
有
し
て
い
た
の
が
、

と
上
昇
し
た
。
農
家
の
九
O
M
h
が
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
。

一
九
二
九
年
に
は
三
人
に
一
台

日
刊
新
聞
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
九
年
に
は
農
家
の
八
五
軒
が
購
読
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
四
四
軒
強
が
一
九
一
三
年
時
の
購
読
者
で

あ
る
。
ま
た
、

八
五
軒
の
内
訳
は
五

O
討
が
わ
E
g
m。
や
出
品
目

7
5回目内向何

の
よ
う
な
大
都
市
の
新
聞
、
コ
一
五
軒
は
比
較
的
小
さ
な
都
市

中
心
地
発
行
の
新
聞
購
読
者
で
あ
る
。

電
話
を
取
付
け
て
い
る
農
家
の
比
率
は
八

0.新
で
あ
る
。
こ
れ
は
田
舎
や
近
隣
の
街
と
の
社
交
や
商
取
引
に
直
接
役
立
っ
て
い
る
。

一
九
一
三
年
以
降
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
は
一

O
戸
中
七
戸
に
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
過
去
五
年
間
に
買
い
求
め
た
も
の
で
あ

~ 49 -

る
。
ラ
ジ
オ
は
す
で
に
大
部
分
の
農
村
家
族
に
お
い
て
生
活
必
需
品
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
旅
行
、
買
物
、
訪
問
な
ど
で
他
の
言
語
口
や
己

F
E
n
g
g吋
に
出
か
け
る
個
人
的
接
触
の
機
会
は
著
し
く

増
加
し
た
。
ま
た
一
方
、
保
養
や

ν
ク
リ
ェ
!
シ
ョ

γ
の
た
め
に
都
市
か
ら
農
村
へ
向
う
人
の
数
も
増
加
し
た
。
、

サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
役
割
上
の
変
化
を
要
約
す
る
と
第
2
図
の
ご
と
く
な
る
。

同州己
H
巳
な
い
し
は
の
oロ
ロ
片
岡
可
の
g

B

H

は
ロ
冊
目
m
rぴ
O
H
V
0
0
仏
、
四
、
辻
、
}
岡
田
岡
己
己
あ
る
い
は
き
わ
め
て
小
さ
な

5
-
z
m
o

て
お
り
、
そ
れ
は
四
辻
の
周
辺
の
人
々
に
対
し
て
、
食
料
品
、
小
学
校
、
教
会
、
集
会
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
い
る
。
小
学
校

や
教
会
は
よ
り
大
き
な
単
位
に
統
合
し
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら
も
、

の
形
を
と
っ

い
ぜ
ん
と
し
て
小
さ
な

目
。
口
問
-

な
範
囲
で
組
織
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る。
対
日
σ自
の
巾
ロ
昨
日
は

i
-
-
a
p
Z
4
2
あ
る
い
は
小
都
市
の
形
を
と
り
、
真
の
ロ
O
B
Bロロ日々

B
E月
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

農村家族とサービス・センターとの関係

1 9 2 9年

小学校，教会

集会所

食料品展

事合t由F斤

高等学校，図書館

銀行，食料品唐

衣類庖，既製服J苫

金物庖，家具庖

農機具庖，娯楽施設

映画館，牛乳処理工:場

高等学校，図書館

銀行司食料品唐

衣類庖，既製服f苫

金物広，家具庖

農機具活

Rurban or 

town-

country 

centers 

娯主拠地設

専門医病院

紳士，婦人，子供服唐

家具鹿

婦人服専門唐

家具J苫

Urban or 

city 

centers 

衣類

既製服

タイベ・

金物

食料品

農機具

金物

i昌4言lIii'デ己

て
い
る
通
信
販
売
は
安
価
な
こ
と
が
購
買
を
動
機
づ
け
て
い
る
。

1'9 1 3年

小学校.教会

集会所

食料品庖，衣類庖

牛乳処理工場

Ruva! OT 

countrv 

cehters 

第 2図

以
と
の
分
析
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

高
等
学
校
、
図
書
館
、
娯
楽
な
ど
の
社
会
的
、
教
育
的
サ
ー
ビ

ス
と
商
取
引
、
銀
行
を
備
え
た
主
要
な
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
こ

vd n
 
u
 
o
 
c
 
n
 
w
 
o
 
口
近
く
に
も
た
な
い
家
族
に
対
し
て
は
第
一
次
セ
ン
タ
ー
で
も
あ

心

持

る

。

t

p

 

T-
札

口

島

田

口

(
U
2
8吋
は
都
市
や
大
都
市
の
形
を
と
り
、
専
門
的

qo 

n
q
d
 

凶

J

商
品
、
医
療
施
設
、
娯
楽
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
て
、
多
く

、J
o

a

n
m
m
 

.h 

A

h

 
e
 

R

R

 

，d
 
n
 

会
u

司

bO
 
K
 
H
 

T

，，w 

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
範
域
と
し
て
周
辺
農
村
全
域
を
含
み
、
そ

れ
に
加
え
て
近
隣
の
家
族
や
四
辻
と
か

E
B
Z円
の
中
心
地
を

-50-

の
農
家
と
都
市
的
集
落
を
対
象
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
諸
施
設
と
各
家
族
と
の
直
接
的
な
接
触
の
ほ
か
、
都
市
的

中
心
地
は
連
鎖
庖
、
銀
行
の
本
支
庖
、
牛
乳
処
理
工
場
、
映
画

フ
ィ
ル
ム
の
配
給
な
ど
、

地
方
の
言
語
ロ
に
あ
る
施
設
、
系
統

の
支
配
を
通
じ
て
農
村
に
対
し
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

と
く
に
間
接
的
な
接
触
と
支
配
は
一
九
一
三
年
以
降
に
お
い
て

顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
規
格
口
聞
を
取
扱
つ

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
専
門
化
を
通
じ
て
中
心
地
は
分
化
し
、
農
村
と
都
市
と
の
相
互
依
存
関
係
が
強



ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
a
m
r
r
2
7
0
0円
山
内
町
己
巾
円
で
あ
れ
、

よ
り
大
き
な
さ
者
ロ

-g己
己
々
の

2
5
5
5一
守
口
開
口
同
町
円
で
あ
れ
農
村

の
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
は
も
っ
と
も
適
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
形
づ
く
る
た
め
に
再
組
織
し
、
再
調
整
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

〕
う
し
た
な
か
で

そ
れ
ら
の
中
心
地
は
都

ほ
か
に
と
る
べ
き
手
段
は
な
い
。
そ
し
て
、

市
中
心
地
と
ま
す
ま
す
相
互
依
存
的
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
過
程
は
都
市
化
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
そ
れ
は
円
。
己

E
4
や
小
さ
な

gd司
ロ
地
域
の
都
市
化
で
も
な
く
、
都
市
地
域
の
農
村
化
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
都
市
の
施
設

ー
シ
ョ
ン
と
交
通
の
自
由
な
現
状
に
お
い
て
、

サービス圏の理論的形態 (1931年〉第3図

北
大
文
学
部
紀
要

一一ー--cross-road center :Rurai) の範囲(半径 1-2-71ル;
一一一-town center Rurban I 口範問 I} 4-6'7イノレ)

ーー--metropolitan center 'Urban) の範問 ( 11 50-100"7イ)'-')

圏 vill ま>.'三 citycenter 

や
機
関
も
や
は
り
接
触
地
域
を
拡
大
す
る
た
め
に
サ

ー
ピ
ス
の
方
法
を
変
え
て
い
る
。

ロ
ユ
】
田
口
(
リ
開
口
広
吋

は
わ

2
5弓
(
U
g
H
2
が
食
糧
の
供
給
や
人
口
の
補

ーにノ

Kolb and Polson， ibid.， p. 31. 

充
の
面
で
都
市
社
会
に
依
存
し
て
い
る
以
上
に
農
村

社
会
に
依
存
し
て
い
る
。

こ
の
相
互
関
係
を
理
論
的
に
形
式
化
し
た
の
が
第

3
図
で
あ
る
。
細
い
点
線
で
描
い
た
小
さ
な
円
は
半

径
一
な
い
し
二
マ
イ
ル
の
小
さ
な
ロ
2
m
r
σ
0
5
0
0
L
V

四
辻

zs-2
型
の
中
心
地
の
サ
ー
ビ
ス
圏
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
大
き
な
太
線
の
円
は
ギ
ャ

ル
ピ
ン
に
よ
る
一
九
一
三
年
時
の
も
の
と
同
じ
河
口
吋
，

E
ロ
型
の
サ
ー
ビ
ス
圏
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
(
第



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

-
図
参
照
〉
す
べ
て
の
範
域
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
変
り
な
い
が
、
そ
れ
は
ギ
ャ
ル
ピ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
な
完
全
な
、
も
し
く
は
自
足
的
な
単
位
を
形
づ
く
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
半
径
は
小
さ
な
第
一
次
的
単
位
の
ほ
ぼ
五
倍
、
す
な
わ
ち
約

五
マ
イ
ル
で
あ
る
。
太
い
点
線
の
円
弧
は
よ
り
大
き
な

C
F自
の

g
Z同
の
影
響
圏
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
の
半
径
は
初
日

r
s
n。
B-

B
ロ
ロ
日
々
の
五
な
い
し
一

O
倍
、
す
な
わ
ち
五

O
な
い
し
一

0
0
マ
イ
ル
で
あ
る
。

注

(

1

)

こ
の
類
型
化
は
つ
ぎ
の
論
文
で
発
表
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

型
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
・
セ

γ
タ

l

の
類
型
」
に
お
け
る
五
分
類
に
基
づ
い
て

い
る
。
そ
の
五
分
類
と
は
吋
宮

ω山口
m
F
ω
O
H
4
5
0
q
-
u
p
叶，

Z

ピ
邑
マ

旦》

ω-BH】目
。

ω
R
i
n
o
q
M
M
O
U
叫，
F
白

ω巾
HHHrハリ
O
B
H
L
O
H
O
R
H
E
R
S
-
O
L
a

E
H
o
q
H】
OU
吋
『
ぬ
の

OB-urs
田
口
仏
司
田
三
日
開
口
同

ωHMmw口
町
田
口

N
m
L
j
q司
自
お
よ

び
叶
，

Z
C
H
r
g
g
L
E間
r
f
ω
百
四
己
主
ぽ
色
々
目
白
で
あ
る
。

い『・国・問。
-rvωOH〈山口
O
H
N
O
}
a
-
0
5
0同吋
od司口同ロ品。。ロ
E
q
w
C
E
4・

0
H
4
5凹
noロ
曲
目

P
何
回
目
∞

u
S
N
ω
U
3・
日

l
白・

nJゐロノ

四

コ
ル
ブ
と
デ
エ
イ
の
第
二
回
追
跡
研
究
(
一
九
四
七
年
l
四
八
年
)

。C己ロ
ゲ

一
九
五

O
年
に
発
表
さ
れ
た
。

第
二
回
追
跡
研
究
は
コ
ル
プ
と
デ
エ
イ

(
F
m
m。
可
】
・
ロ
ミ
〉
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
「
農
村
社
会
に
お
け
る
吋
O

当
ロ
と

弓
と
の
関
係
の
相
互
依
存
」
と
題
し
て
、

ギ
ャ
ル
ピ
ン
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
三
四
年
、

一
七
年
の
期
聞
を
経
過
し
て
い
る
が

コ
ル
ブ
ら
に
よ
る
第
一
回
再
調
査
以
後
、

サ
ー
ビ
ス
関
係
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

構
造
の
そ
の
後
の
変
化
を
一
層
吟
味
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で

た。

接
触
と
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
分
類

こ
の
時
点
に
お
け
る
分
析
の
主
眼
点
は
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
役
割

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
イ
ン
テ
ン
シ
イ
ブ
な
方
法
が
採
用
さ
れ



(1) 

接
触
の
分
類

の
一
八
種
の
接
触
に
わ
か
た
れ
る
が
、

一
般
的
接
触

か
れ
ら
は
一
、
六
二
五
家
族
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
施
設
に
対
す
る
こ

O
、

0
0
0
の
接
触

(gロ
仲
間
口
。
を
得
た
。
こ
れ
ら
は
つ
ぎ

こ
れ
を
分
析
の
目
的
か
ら
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
。

A 
食
料
品
、
教
会
、
高
等
学
校
、
銀
行
、
図
書
館
、
週
刊
新
聞

B 

社
会
的
接
触

C 

ク
ラ
ブ
、
教
会
、
パ
ー
テ
ィ
、
ダ
ン
ス

商
取
引
接
触

q
J
 

民
ノ

雑
貨
、
食
料
品
、
仕
事
着
、
紳
士
服
、
婦
人
服
、
農
機
具
、
家
具

D 

そ
の
他
の
接
触

の
内
に
あ
る
も
の
二
八
、
外
に
あ
る
も
の
一
五
、
あ
わ
せ
て
四
一
二
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
冨
巳
阻
止
と
か
、
叶
H
O
U
刊
の

g芯
円
の
よ
う
な

E
B
-
2
2
E
2
か
ら
わ
E
g
m
o
や
宮
口
語

E
W
2
の
よ
う
な
大
都
市
お

映
画
、
牛
乳
処
理
工
場
、
日
刊
新
聞

こ
れ
ら
の
接
触
と
関
連
し
た
中
心
地
は
君
主
当
日

F
h
o
g
q

よ
び
ギ
ャ
ル
ピ

γ
以
来
調
査
の
対
象
と
し
て
き
た
一
一
一
の
中
心
地
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
一
の
中
心
地
の
う
ち
、
第
一
型
す
な
わ
ち

河
己
主
な
い
し
の
C
戸

E
q
h
g芯
叫
に
属
す
る
三
中
心
地
を
除
い
て
、
残
る
九
つ
の
第
二
型
す
な
わ
ち
河
己
岳
山
口
な
い
し
吋
0
4
4
p
a

。
0
5
5刊の
g
g
?を
イ
ン
テ

γ
シ
イ
ブ
な
分
析
の
対
象
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
者
庄
お
話
回
片
mHu
何

-
r
r
o
H
P
F
2
叶，
B
u
r
F
品
目
。
S
2
P

り

m-SF
当
己
認
。
ぇ
y
同
)
白
門
戸

2
・
ω「同
E
P
O
B
O
田
口
々

此
即
?

の
九
中
心
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
心
地
の
利
用
量
は
接
触
総
量
の
五
三
軒

北
大
文
学
部
紀
要



aw 

に
当
り
、

ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

一
般
的
サ
ー
ビ
ス
の
接
触
の
面
で
は
全
体
の
七
四
軒
に
の
ぼ
る
。
全
体
の
傾
向
を
反
映
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
六
つ
の
一
般
的

サ
ー
ビ
ス
接
触
の
分
析
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。

吋
円
O
U可 ま
ず
一
般
的
接
触
の
総
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
首
位
は

何
日
}
内
『
O
吋
H
H

で
三
一
八
、

位
は
の

8
0同

cq
四
八
で
あ
る
。

一
七
八
、

四
位
戸
田
]
お
の
B
σ
4白

一
五
三
、
垣
間
同

3
5

施設との接触の組合わせとその歩頁妾を

基礎とした，中心地の類型化

第4図

一
五
六
、
ロ
巳

2
戸
口

第二類型

第三類型

1
1
l
L』
1
0
;
l

m

m

 

60 

接

触50
の

頻

度40

70 

30 

つ
い
で

出
-
r
F
H
2
2
8
H
二
九
二
、

第
三
位

何
回
目
門

一一

O
、
ロ
阻
止

g
七
七
、

ω
E
Sロ
七
一
、
最
下

接触の組合わせ数

]. H. Kolb and L. ]. Day， Interdep endence 

in Town and Country Relations 

in Rural Society， 1950， p. 16. 

ま
7こ

一
般
的
接
触
総
量
を
接

触
の
組
合
わ
せ
の
数
に
分
解
し
て

み
る
と
、

た
と
え
ば

何
日
]
内
}
H
O

吋口

の
ば
あ
い
、
六
種
の
組
合
わ
せ
か

-54 -

ら
な
る
も
の
二
八
、
以
下
五
種
四

六
、
四
種
七
一
、
三
種
九

O
、
二

種
八
三
で
あ
る
。
九
中
心
地
に
つ

い
て
、

こ
の
分
布
を
グ
ラ
フ
で
示

し
た
の
が
第
4
図
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
開

F
y
o
E
と

当
E
Z話
回
昨
日

の
二
市
は
こ
こ
で

も
他
の
中
心
地
を
リ
ー
ド
し
て
い



る
。
ま
た
、
何
回
目
H
4
H
O
M刊
で
は
組
合
わ
せ
二
種
の
数
は
少
い
が
、

ほ
か
の
組
合
わ
せ
に
お
い
て

F
戸
w
m
O
2
5
4
d
お
よ
び
ロ
巳

2-同
ロ
と

類
似
し
た
傾
向
を
描
い
て
い
る
。
宅
問

Z
2
F
は
こ
れ
ら
三
中
心
地
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
六
種
の
も
の
が
皆
無
で
、

五
種
の

組
合
わ
せ
に
・
お
い
て
も
一
段
と
低
下
し
て
い
る
。
口
出
丘
町
ロ
と
の

g
o白
色
々

の
ば
あ
い
も
五
、
六
の
組
合
わ
せ
が
低
い
。
こ
れ
に
対
し

て

ω
E
Bロ
は
五
、
六
の
組
合
わ
せ
で
は
強
み
を
み
せ
て
い
る
が
、
全
体
の
接
触
量
が
少
い
。
こ
の
中
心
地
に
接
触
の
集
中
化
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
は
、

問
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
分
類

九
つ
の
曲
線
を
標
準
化
す
る
と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
成
立
す
る
。
(
括
弧
内
の
数
字
は
一
九
四

O
年
の
人
口
で
あ
る
)

比
較
的
大
き
な
中
心
地

そ
れ
が
比
較
的
孤
立
状
態
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

第
一
類
型

第
二
類
型

中
間
的
な
中
心
地

一55-

開

-
w
y
c
g
(
二
三
八
二
〉
、
君
主
芯
君
主
2
ハ
一
二
六
八
九
)

何
回
国
同
吋
吋
C
U
『
(
九
二
五
)
、
「
戸
}
内
巾
の

g
2
m
w
(三
一
二
三
八
)
、

ロ
丘
四

4
8
(三
四
四
四
U

第
三
類
型

比
較
的
小
さ
な
中
心
地

宅
問

z
z
p
(八
七
五
)
、
り

E
B
(六
O
O
)、
ω
Y
R
B
(八
一
二
)
、
。

g
g
c
q
(七
一
五
〉

こ
れ
ら
の
類
型
聞
に
有
意
差
が
あ
る
こ
と
は
カ
イ
自
乗
検
定
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
。

前
回
の
研
究
の
さ
い
に
、
九
中
心
地
の
う
ち
、
巴

5
2
p
ロ
己

2
8
u
巧
E
席
者
伊
丹

F
F町長巾
(
U
8
2田
の
四
中
心
地
は
「
完
全
な
サ
l

ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
区
分
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
聞
に
有
意
差
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

同
様
に
、

何回回同

ロ
。
ァ
耳
目

Z
。Z
F

ω
Z
H
Oロ
の
三
中
心
地
も
ほ
ぼ
等
質
的
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、

一
九
一
一
年
|
一
三
年
の
状
況
に
つ
い
て
図
書
館
の
な

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

開

-
5
0
3
ロ巾】
2
8
u
者
r
5
3
5
w

い
五
中
心
地
、
新
聞
の
な
い
二
中
心
地
を
除
き
、

。8
2戸
の
四
中
心
地
に
つ
き
検
定
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
時
点
に
お
い
て

下回目円四
は
開
-
F
r
o
g
と
り
己

2
8
と
が
等
質
的
な
性
格
を
そ
な
え
て
い
た
。
(
第
l
表
〉

以
上
の
こ
と
か
ら
都
市
的
集
落
と
農
村
と
の
関
係
の
動
向
に
つ
い
て
、

変
化
が
起
っ
て
い
る
こ
と
を
世
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
一
一
年
の
研
究
は
結
論
と
し
て
、

Z
4
3
と

8
5門
司
と
の
関
係
が
発
生
し
、
真

の

g
B
Bロ
巳
々
を
形
成
す
る
に
い
た
る
ま
で
凝
結
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し

か
し
、
六
つ
の
一
般
的
サ
ー
ビ
ス
す
べ
て
を
供
給
し
う
る
中
心
地
は
九
つ
の
う
ち
四
だ
け

つ
ぎ
の
よ
う
な

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
範
囲
内
で
の

g
B
B
E回
日
々
ま
た
は
集

各調査時点における等質的な

中心地グループ

ω11年昨|ω年 3吋 ω咋 -48年
Elkhorn Elkhorn Elkhorn 

Delevan Delevan Whitewater 

Whitewater 
Delevan 

Lake Geneva 
Lake Geneva 

East Troy East Troy 

Walworth 

Sharon 

〆口民ノ

Kolb and Day， ibid.， p. 17. 

第 1表

団
を
形
成
す
る
過
程
に
あ
っ
た
か
ら
、
農
場
家
族
が
接
触
す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
種

類
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。
小
学
校
、
教
会
、
雑
貨
庖
の
あ
る

g
E
E
4
2
E
R
な
い
し
は

E
B
}
2
5
-
m
r
Z
H
r
g仏
ロ

g
s

芯
円
が
か
れ
ら
の
接
触
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

と
の
関
係
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
二
九
年
の
研
究
に
お
け
る
結
論
は
農
村
家
族
と
中
心
地
と
の
接
触
の
量
と
種
類
が
増
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
都
市
的
集
落
と
田
舎

ロ
O
B
Bロ
ロ
日
々
は
影
響
圏
、
を
拡
大
し
、
中
心
地
の
分
化
が

惹
き
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
当
E
広
君
主
日
と
下
回
ぽ
の
自
由
4
白
は
開

p
r
o
E
お
よ
び
ロ
己

2
8
と
と
も
に
「
完

成
す
る
一
群
の
な
か
に
留
ま
っ
て
い
た
。
よ
り
大
き
な
中
心
地
へ
変
化
し
、

全
な
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
た
中
心
地
」
と
し
て
共
通
の
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
何
回
丘
、

HZU1
は
よ
り
小
さ
な
中
心
地
を
構

よ
り
多
く
の
接
触
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
に



も
か
か
わ
ら
ず
、
小
さ
な
中
心
地
の
い
く
つ
か
は
小
学
校
と
教
会
の
接
触
が
支
配
的
な
ク
ラ
ス
に
留
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

そ
れ
放
に
、

サ
ー
ビ
ス
施
設
面
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
単
一
の
中
心
地
の
自
足
的
方
向
に
あ
る
よ
り
も
中
心
地
聞
に
お
け
る
分
化
と
相
互

関
連
が
ま
す
ま
す
そ
の
度
合
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
自
足
的
傾
向
性
が
優
勢
で
あ
る
な
ら
ば
、

二
九
年
に
四
つ
あ
っ
た
「
完
全
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
中
心
地
が
よ
り
多
く
見
出
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
分
析
に
よ
る
と
、
二

中
心
地
は
第
一
類
型
、
一
二
中
心
地
は
第
二
類
型
に
分
化
し
、
他
の
四
中
心
地
は
第
三
類
型
に
分
散
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
自
足
的
な
方
向

と
は
逆
の
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

一
九
一
一
年
に
二
つ
、

九

E 

各
類
型
の
施
設
構
造

(1) 

接
触
の
種
類
と
パ
タ
ー
ン

さ
き
の
類
型
化
は
接
触
の
組
合
わ
せ
の
数
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
組
合
わ
さ
れ
た
接
触
の
種
類
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
」

マt
F
h
J
 

に
接
触
の
種
類
と
そ
れ
が
形
づ
く
る
接
触
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
綴
討
を
加
え
る
。
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

種
の
接
触
の
相
対
的
位
置
づ
け
で
あ
り
、
他
は
各
類
型
の
中
心
地
が
も
っ
接
触
の
パ
タ
l
γ

で
あ
る
。

一
は
各

一
般
的
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
各
種
の
接
触
率
を
み
る
と
、
銀
行
(
二
一
ニ
・
四
軒
〉
と
食
料
品
(
二

あ
り
、
教
会
(
一
五
・
九
軒
〉
と
週
刊
新
聞
(
一
五
・

O
軒
)
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
図
書
館
三
二
・
二
則
前
〉
と
高
等
学
校
三

0
・
三
軒
)

は
も
っ
と
も
低
く
、
銀
行
や
食
料
品
の
約
二
分
の
一
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
家
族
も
食
料
品
に
つ
い
て
は
一
カ
所
な
い
し
そ
れ
以
上
の
中
心

地
を
利
用
し
て
い
る
が
高
等
学
校
通
学
生
が
必
ず
し
も
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
一
九
一
一
年
l
一
一
一
一
年
の
状
況
と
対
比
し
て
み
る
と
、
上
位
二
者
の
順
位
に
は
変
り
な
い
が
、
接
触
率
に
お
い
て
、

銀
行
コ
二
・
二
軒
、
食
料
品
二
六
・
九
軒
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
八
軒
お
よ
び
三
・
七
軒
高
く
、
ま
た
、
コ
一
位
週
刊
新
聞
つ
二
・
四
軒
)

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

と
四
位
教
会
(
一
一
・
九
軒
)
、
五
位
高
等
学
校
(
五
・
一
則
前
〉
と
六
位
図
書
館
空
一
・
五
軒
)
が
交
代
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
か
ら
明
ら

か
な
こ
と
は
コ
一
六
年
間
に
農
村
の
子
弟
の
利
用
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
と
図
書
館
の
地
位
が
著
し
く
向
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
第
一
類
型
と
第
三
類
型
の
中
心
地
に
つ
い
て
、
銀
行
と
食
料
品
を
除
く
、
他
の
四
種
の
一
般
的
接
触
に
注
目
す
る
と
、
二
つ

の
類
型
聞
の
対
照
的
な
傾
向
が
明
瞭
に
な
る
。
ま
ず
、
第
一
類
型
の
二
つ
の
中
心
地
に
あ
っ
て
は
、
各
種
の
接
触
聞
の
勢
力
分
布
が
均
衡

を
保
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
一
類
型
の
中
間
的
中
心
地
は
戸
田
}
お
の

2
2戸
を
除
外
す
る
と
、
同
)
白

-
2
2
で
は
新
聞
、
同
凶
器
片
叶
H
C
M
1

で

一
つ
の
施
設
の
接
触
率
が
き
わ
め
て
低
い
。
さ
ら
に
、
第
三
一
類
型
の
四
つ
の
中
心
地
は
分
散
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
四
つ
の
接
触
の
う
ち
、
二
つ
は
低
く
、
一
つ
が
比
較
的
高
い
と
い
う
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
。
君
主
耳

2
F
で
は
教
会
と
図
書

館
の
接
触
率
は
低
く
、
新
聞
の
接
触
率
は
高
い
。

ω
E
Bロ
は
高
等
学
校
と
図
書
舘
で
低
く
、
教
会
が
高
い
。
口
氏

HB
で
は
高
等
学
校
が

統
合
の
た
め
接
触
率
ゼ
ロ
で
あ
る
。

は
図
書
館
と
い
う
よ
う
に
、

の

g
s
c
q
で
は
高
等
学
校
と
図
書
館
、
が
低
く
、
教
会
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
分
化
傾
向
は
年
々
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強
ま
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
専
門
的
な
商
取
引
お
よ
び
社
会
的
接
触
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
層
顕
著
な
差
異
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
六
つ
の
商
取
引
接
触

は
そ
の
接
触
率
の
高
い
も
の
か
ら
挙
げ
る
と
、
食
料
品
、
仕
事
着
、
農
機
具
、
紳
士
服
、
家
具
の
順
で
あ
る
。

第
一
類
型
の
中
心
地
で
は
六
つ
の
商
取
引
施
設
の
項
目
の
比
率
が
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
食
料
品
の
代
り
に
、
牛
乳
処
理
施
設
を
加
え

た
商
取
引
項
目
の
接
触
率
の
順
位
は
巴

5
2
P
当
E
芯
者
阻
昨
日
と
も
に
、
仕
事
着
、
農
機
具
、

紳
土
服

家
具

婦
人
服
、

牛
乳
処

理
工
場
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

第
三
類
型
の
中
心
地
に
お
い
て
は
家
具

紳
士
服

婦
人
服
の
よ
う
な
項
目
は
皆
無
に
等
し
く

口
問
片
山
由
ロ
の
ば
あ
い
は
と
く
に
農
機
具
が
き
わ
立
っ
て
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。

第
二
類
型
は
中
間
的
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
こ
の
型
の
あ
る
も
の
が
、
第
三
類
型
の
中
心
地
に
対
し
て
補
足



的
地
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
分
業
が
成
立
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
つ
ぎ
の

二
つ
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は

ロ
巾
}
匂
〈
出
口
と

と
の
関
係
で
、

U
R
-
2
H
 

ル
、
人
口
は
り
と

2
田口三一、

両
中
心
地
聞
の
距
離
は
コ
一
マ
イ

四
0
0、
口
氏
芯
ロ
七

O
Oで
あ
る
。
五
つ
の
商
取
引
接
触
に

牛
乳
処
理
工
場
を
加
え
た
六
つ
の
項
目
の
接
触
率
の
順
位
は
第
2
衰
の
ご
と
く
で
、
両
者
は

ほ
と
ん
ど
対
照
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
家
具
は
い
ず
れ
も
同
順
位
に
あ
る
。
そ

れ
は
、
甘

5
2丘
町
や
回
目
目
。
ー
の
よ
う
な
一
一
層
大
き
な
都
市
に
集
中
し
て
い
る
同
種
の
施

設
と
競
合
関
係
に
あ
る
た
め
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

補
足
的
関
係
に
あ
る
も
う
一
つ
の
例
は
戸
件
。
の

8
0
5
と
の

g
s
c
qの
ば
あ
い
で

あ
る
。
第
5
図
に
よ
る
と
、
婦
人
服
に
対
す
る
接
触
は
の
巾
口
。
同
ゎ

5
刊
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

ー

と

、

ー

ふ
4
4
ん
し
，
刀

H
K

曲目内刊の巾ロ巾〈戸

で
は
仕
事
着
に
つ
い
で
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
。
家
具
は
い
ず
れ
も
一
定
の
比
較
的
高
い
地
位
に
あ

五つの商取引接触と牛乳処理工

場の接触率のi順位にみる補足的

関係

第 2表

座lDarien Delevan 

農 機 具 婦 人 月R
2 牛乳処理工場 紳 土 月匠

3 仕 事 着 牛乳処理工場

4 紳 士 nl9. 仕 事

5 家 具 家

6 婦 人 ~19. 農 機

Kolb乱ndDay， ibid.， p. 20. 
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て
い
る
こ
と
に
よ
る
φ

る
が
、
そ
れ
は
の

g
s
c
q
に
お
け
る
積
極
的
な
商
業
政
策
に
よ
る
こ
と
と
両
中
心
地
と
も
に
競
争
的
都
市
中
心
地
か
ら
遠
く
距
た
っ

つ
ぎ
に
、
社
会
的
接
触
に
つ
い
て
み
る
と
、

ク
ラ
ブ
(
一
四
・
九
則
前
)
、
パ
ー
テ
ィ

ダ
ン
ス

そ
の
順
位
と
比
率
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
映
画
(
三
五
・
九
軒
)
、
教
会
(
二
六
・
九

(一

0
・
三
軒
)
。
映
画
は
第
一
お
よ
び
第
二
類
型
に
お
い
て
首

M
h
)

、

(
一
一
・
九
副
知
)
、

位
を
占
め
て
い
る
が
、
第
三
一
類
型
で
は
全
く
欠
け
て
い
る
c
こ
れ
に
対
し
、
第
三
類
型
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
が
教
会
と
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
一

映
画
と
公
立
ダ
ン
ス
場
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
商
業
的
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
第
一
類
型
の
中
心
地
に
属
し
て
い
る
。
ま
士
、
伺
中
心
地



第二類型 (LakeGeneva)と第三類型 (GenoaCity) 

の補足的関係(商取引接触〉

第5図し
て
い
る
。 ア

メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

% 
40 

I 
I 
I 
I 
I 
l 
I 

I 

一一一 LakeGeneva 
_____ Genoa City 

fヘ、
'九J 、
/¥  
: ¥ ，、、
ト
¥ー
¥ l  

¥/  
¥ 、 I
¥I  

紳士服 婦人服

初

20 

10 

牛乳処理工場家具

Kolb and Day， ibid.， p. 22. 

中心地の類型車1Jにみた施設構造

第三類型

(比心較地的小さな中)I (中間的な中心地〉 (域的大きな中)

善良 行 長良 行 室長 行

食 料 品 食 料 品 食 米↓

{乍 業 着ー 作 業 着 {乍 業

教 会 教 会 教

A寸U一Eふ 校 寸品dーL 校 戸寸ゐ品 校

高等学校 高等学校

図 書 館 図 書 館

映 画 館 映 画 館

週刊新聞 週刊新聞

農 機 具 農 機 具

男女衣類

公立ダ γ ス 私立ダンス

ク ブ フ ク ブ フ

ハーァ イ

Kolb and Day， ibid.， p. 27. 
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農機具仕事着

第 3表

に
お
け
る
教
会
の
役
割
は
第
三
類
型
の
中
心
地
の
ば
あ
い
と
比
較
し
て
減
少

九
つ
の
中
心
地
を
三
類
型
に
分
類
し
た
ば
あ
い
、
各
種
の
接
触
の
パ
タ
ー
ン
が
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
る
。
社
会

的
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
接
触
は
小
さ
な
中
心
地
の
周
辺
に
住
む
農
村
家
族
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
、
商
取
引
接
触
に
つ
い
て
は
大
き

以
上
を
要
約
す
る
と
、



な
中
心
地
が
分
担
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
相
互
依
存
の
過
程
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
中
心
地
相
互
の
関
係
は

補
足
的
か
競
合
的
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

各
種
の
施
設
に
対
す
る
接
触
率
の
高
低
の
度
合
を
基
準
に
し
て
各
類
型
に
特
徴
的
な
施
設
構
造
を
求
め
る
と
第

3
表
の
ご
と
く
な

る
。
こ
れ
は
単
に
現
状
を
基
礎
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
累
積
的
結
果
を
も
考
慮
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
家
具
を

第
一
類
型
か
ら
除
外
し
た
の
は
、
こ
れ
が
よ
り
大
き
な
都
市
へ
移
動
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
由
は
説
明
し
が
た
い
が
、

農
機
具
は
第
二
類
型
の
中
心
地
か
ら
第
一
類
型
と
第
三
類
型
の
中
心
地
へ
分
解
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

間
接
触
の
範
囲

右
の
よ
う
な
状
況
と
関
連
し
て
、
中
心
地
の
接
触
範
囲
に
つ
い
て
求
め
る
。
農
村
家
族
が
ど
の
中
心
地
の
施
設
を
選
択
す
る
か
は
距
離

と
立
地
条
件
に
か
か
っ
て
い
る
Q

-〆口

第
一
類
型
の
中
心
地
の
接
触
範
囲
は
施
設
の
七

O
計
に
つ
い
て
い
え
ば
、

七
五
な
い
し
九
五
平
方
マ
イ
ル
で
、

」
の
大
き
さ
は
標
準
的

な
さ
当
E
r
G
の
約
二
・
三
倍
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
第
二
類
型
の
中
心
地
は
お
よ
そ
二
つ
の
き

4
5
5芯
に
相
当
す
る
六
こ
な
い
し
八

二
平
万
マ
イ
ル
の
利
用
圏
を
擁
し
て
い
る
。

前
回
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
し
た
利
用
圏
の
拡
大
傾
向
は
一
九
四
七
年
に
も
引
続
い
て
起
つ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
程
度
に
は
限
界

が
あ
る
。
す
で
に
大
き
な
地
域
的
範
囲
を
ヒ
ン
タ

l
ラ
ン
ド
に
も
っ
て
い
た
中
心
地
は
さ
ら
に
利
用
圏
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に

は
、
安
定
化
の
傾
向
に
あ
る
。
例
外
と
し
て
は
こ
つ
あ
る
。
そ
の
一
は
農
村
の
子
弟
の
高
等
学
校
進
学
率
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
高
等
学
校

通
学
閏
が
著
し
く
拡
大
し
た
こ
と
、
他
は
教
会
へ
出
席
す
る
信
者
の
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
、
利
用
圏
の
重
複
部
分
が
少
く
な
っ
て
、
利
用
圏
の
型
は
以
前
と
比
較
し
て
規
則
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
。
高
等
学
校
と
図

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

社会的接触における第二類型 (LakeGeneva)と

第三類型 (G..noaCity)中心地相互間の補足的

関係を示すソシオグラム

第 B図パ
ー
テ
ィ
、

書
館
は
第
一
お
よ
び
第
二
類
型
の
中
心
地
に
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
高
等
学

校
の
統
合
化
が
促
進
さ
れ
た
の
は
つ
ぎ
の
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
。
人
口
三
、

0
0
0以
上
の
中
心
地
を
除
外
し
て
、
少
く
と
も

F
E
r
項目印
8
5
5
で

生
徒
一

O
O人
の
高
等
学
校
を
設
立
す
る
と
な
れ
ば

人
口

五

O
Oは

Kolb and Day， ibicl.， p. 30. 

必
要
と
な
る
。
こ
の
人
口
は
標
準
的
な
言
語

E
E匂

一
つ
よ
り
も
大
き
く

地
域
範
囲
に
置
き
代
え
る
と
約
四
一
平
方
マ
イ
ル
に
相
当
す
る
。

そ
し
て
、

各
教
科
の
教
員
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

各
種
の
設
備
を
十
分
整
備
す
る
と
な
れ

ば
、
二

O
O人
の
生
徒
が
必
要
で

そ
れ
に
対
応
し
た
地
域
的
単
位
が
要
求

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

」
の
単
位
は
第
二
類
型
の
中
心
地
の
一
般
的
サ

l
ビ
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ス
の
接
触
範
囲
に
ほ
ぼ
等
し
く
、

そ
の
人
口
は
一
二
、

0
0
0を
若
干
、
上
廻
る
。

個
々
の
農
村
家
族
と
中
心
地
と
の
接
触
関
係
に
つ
い
て

こ
れ
を
直
線
で

表
わ
す
と
相
互
依
存
性
は
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

。30由
巳
々
を
日
常
の

商
取
引
中
心
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
四
一
家
族
の
社
会
的
接
触
に
関
す
る

「
Jnu 

M
山

y

制

N
円
切

i

刈川

恒

引

削

ダ
ン
ス
、
食
料
品
、
農
機
具
に
つ
い
て
は
の

2
2
c
q
の
施
設
を
利
用
し
、
高
等
学
校
、
図
書
館
、
映
画
館
、
衣
類
な
ど

調
査
結
果
は
第
6
図
の
よ
う
に
図
示
で
き
る
。

」
れ
ら
の
家
族
は
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
中
間
的
中
心
地
で
あ
る
戸
品
開
。
巾

5
g
に
依
存
し
て
い
る
。

注

(
1〉

問。
-ru
肘

B
R
m町
四
対
日
色
。
0
5自
己
H
M
M
H
5
9

同】・
H
H
N

・
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
他
の
接
触
」
を
除
い
て
三
区
分

ι
し
て
い
る
。



五

む

す

び

ギ
ャ
ル
ピ
ン
は
毛
田

-
3
5
(
U
。
ロ
ロ
司
の
研
究
に
お
い
て
、
農
村
家
族
と
都
市
的
集
落
と
の
聞
に
相
互
関
連
の
体
系
が
生
み
出
さ
れ

て
い
る
の
は
、
各
種
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
対
す
る
接
触
を
通
じ
て
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
相
互
関
連
の
視
点
は
そ
の
後
、

コ
ル
ブ
ら
の
研
究
に
引
継
が
れ
て
、
農
村
社
会
に
お
け
る
集
団
関
係
の
パ
タ
ー
ン
が
推
移
し
て
き
た
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
は

コ
ミ
ユ
ニ
-
テ
ィ
の
形
成
、
分
化
、
相
互
依
存
の
過
程
で
あ
る
。

ギ
ャ
ル
ピ
ン
が
研
究
を
試
み
た
一
九
一

0
年
代
は
農
村
地
帯
に
自
動
車
が
普
及
す
る
以
前
の
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
農
民
の
生
活
範
囲
も

狭
い
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
商
庖
、
銀
行
、
図
書
館
の
利
用
、
高
等
学
校
へ
の
通
学
、
新
聞
の
購
読
な
ど
の
面
で

都
市
的
集
落
と
農
村
家
族
と
の
接
触
が
は
じ
ま
り
、
両
者
の
間
に
共
同
の
利
害
と
相
互
依
存
の
関
係
が
発
生
し
て
い
た
。
か
か
る
関
係
が

成
立
し
て
い
く
過
程
を
ギ
ャ
ル
ピ
ン
は

E
子
宮
町
三
芯
ロ
と
名
づ
け
た
。
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そ
の
二
ハ
年
後
に
・
は
、
・
道
路
の
改
良
、
交
通
、
通
信
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
農
村
と
都
市
と
の
社
会
的
距
離
は
縮
ま
り
、

が
拡
大
し
て
い
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
都
市
的
集
落
相
互
の
間
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
機
能
的
専
門
化
を
伴
い
な
が
ら
、
役
割
分
化
が

起
り
、
中
心
地
は
河
口
E
Y
岡
山

2
r
g
お
よ
び
巴

L
E
n
g
H
Z
の
三
型
に
区
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
圏

さ
ら
に
、
第
二
回
の
追
跡
研
究
は
中
心
地
の
発
展
が
自
足
的
と
は
お
よ
そ
逆
の
方
向
を
辿
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二

型
の
中
心
地
す
な
わ
ち

m
z
F
E
n
gお円

は
サ
ー
ビ
ス
構
造
の
差
異
に
従
っ
て
、
三
つ
の
類
型
に
細
分
さ
れ
、
各
類
型
相
互
間
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
の
補
足
的
関
係
が
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
当
初
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
都
市
的
集
落
と
農
村
と
の
間

の
一
元
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
パ
タ
ー
ン
に
代
っ
て
、
多
元
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
パ
タ
ー
ン
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
に
お
け
る
相
互

北
大
文
学
部
紀
要



ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
研
究
に
関
す
る
考
察

依
存
の
関
係
に
代
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
相
互
間
の
依
存
関
係
が
新
た
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

中
心
地
の
施
設
構
造
に
関
す
る
右
の
よ
う
な
変
動
を
惹
き
起
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

コ
ル
ブ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
主
導
的
役

割
を
果
し
た
も
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
交
通
機
関
の
発
展
で
あ
る
。
そ
し
て
、
都
市
と
農
村
と
の
聞
の
人
口
交
流
、

と
り
わ
け
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
接
触
な
い
し
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
流
、
高
等
学
校
進
学
率
の
上
昇
な
ど
は
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
媒
介
と
す
る
両
集
落
の
接

触
を
一
層
緊
密
な
も
の
と
し
た
。

か
か
る
緊
密
な
都
市
と
の
接
触
は
農
村
の
人
々
の
欲
求
に
刺
戟
を
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
対
す
る
新
た
な
規
準
の
要
求
へ
と
導
い
た
。

一
方
、
都
市
の
側
に
お
い
て
も
、
連
鎖
庖
、
デ
パ
ー
ト
、
通
信
販
売
な
ど
の
新
し
い
商
業
方
式
が
導
入
さ
れ
、

」
の
よ
う
な
商
業
資
本
が

農
村
地
帯
へ
↑
進
出
し
た
の
で
、
必
然
的
に
農
村
地
帯
の
小
さ
な
中
心
地
に
あ
っ
て
も
外
部
の
要
求
や
競
争
に
対
応
し
て
、
衣
料
品
匝
や
牛

乳
処
理
施
設
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
よ
り
大
き
な
中
心
地
へ
移
譲
す
る
と
い
う
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
構
造
の
変
革
を
遂
げ
な
が
ら
そ
れ
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自
体
の
存
続
を
は
か
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

か
く
て

こ
れ
ら
一
連
の
研
究
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
農
村
社
会
に
は
二
つ
の
型
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う

理
解
に
到
達
す
る
。

ぺコ
t主

ギ
ャ
ル
ピ
ン
が
一
商
庖
型
の
中
心
地
と
よ
び

コ
ル
ブ
に
お
い
て

ロ
2
m
r
σ
2
7
0
C仏
型
な
い
し
は
第

次
中
心
地
(
℃

Z
5
2可

B
E
2
)

(
後
に
食
料
品
庖
に
代
る
)
が
含
ま
れ
る
。

と
し
て
他
か
ら
区
別
さ
れ
た
も
の
に
関
連
す
る
諸
施
設
で

」
れ
に
は
小
学
校
、
教
会
お
よ
び
雑
貨
庖

他
方
に
お
い
て
、
す
で
に
中
心
地
の
役
割
分
化
が
起
っ
た
以
上
、
完
全
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
は
各
種
の

専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
も
っ
た
、

い
く
つ
か
の
中
心
地
と
接
触
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衣
類
、
家
具
、
新
聞
、
高
等
学
校
、
図
書

館
、
銀
行
、
映
画
館
な
ど
は
明
ら
か
に
、
第
一
次
的
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
っ
た
、
よ
り
高
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
構
成
し
、
中
心
地
相
互
に
依
存
し



あ
い
、
影
響
し
あ
っ
て
い
る
、
あ
る
地
域
的
範
囲
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
種
の
サ
ー
ビ
ス
関
係
は
ア
メ
リ
カ
の
都
市
社
会
に
も
妥
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ー
な
ギ
ャ
ル
ピ
ン
、

ル
ブ
ら
の
一
連
の
研
究
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
都
市
か
ら
農
村
に
い
た
る
施
設
を
媒
介
と
す
る
関
係
が
支
配
、
服
従
の

こ
う
み
て
く
る
と
、

コ

体
統
的
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
対
等
の
関
係
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
相
互
依
存
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
か
れ
ら
が
実

証
し
た
点
に
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
関
す
る
概
念
設
定
や
分
析
の
枠
組
・
は
、
個
々
の
集
落
を
こ
え
て
、

さ
ら
に
広
域
的
な
地
域
社

会
の
構
造
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
現
実
の
生
活
条
件
改
善
へ
の
実
践
的
課
題
に
解
答
を
与
え
る
こ

と
と
も
な
る
。
た
と
え
ば
、
交
通
、
通
信
、
商
業
、
教
育
、
文
化
、
社
会
福
祉
等
の
施
設
計
画
が
住
民
の
欲
求
や
関
心
を
反
映
し
た
も
の

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
施
設
の
立
地
計
画
を
た
て
る
さ
い
に
は
施
設
の
規
模
と
こ
れ
を
利
用
す
る
地
域
的
単
位
と
の
関
連
を
考
慮

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
集
落
相
互
の
連
帯
、
協
力
の
体
制
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な

そ
し
て
、

民
ノfb
 

ど
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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